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① 総合計画上の位置付けと事務事業の背景・目的と目標 

後

期

基

本

計

画 

施策の大綱 Ⅱ保健・医療・福祉の充実 
事務事業の背景・目的 事務事業の目標 

現在は核家族化が進み、実家が遠方であったり親

が就労しているなどの理由で、妊娠や出産に際し

て支援不足の妊産婦が増加傾向にあります。 

また、メンタル面に不調を抱える妊婦も多く、不

安を抱いたまま妊娠期を過ごし出産を迎えてしま

うと、産後の体調や育児にも影響する恐れがあり

ます。 

妊産婦の不安の軽減のため、伴走型相談支援を通

して、妊娠期から出産に向けての流れや準備など

について理解を深められるよう、寄り添った支援

を行います。 

また、産前産後のサービスの充実を図り、利用促

進に向けた周知を図ります。 

施策の目標 
２市民が相互に支え合う福

祉を進める 

施策 ２少子化対策・子育て支援 

施策内容 妊娠・出産支援の充実 

その他、根拠法令 

及び分野別計画等 

母子保健法・児童福祉法 

常総市子ども子育て支援事業計

画・健康プランじょうそう 

事務事業名 妊産婦健診事業 

 

② アクティビティ（活動・事業）とアウトプット（結果） ③ インプット（投入） 

アクティビティ（活動・事業） アウトプット（結果） 

Ｒ６予算額 Ｒ６決算額 活動名・事業名 

（対象年） 
Ｒ６活動・事業内容 指標（単位） 

Ｒ６目標値 Ｒ７目標値 

Ｒ６実績値 Ｒ８目標値 

プレパパ・ママ教室 

（R6.7.8） 

妊娠中の両親を対象とし、「妊娠期編」「出産・育児編」の 2

コースで妊娠・出産・育児について学ぶ教室を実施していま

す。R6 年度より日曜日の開催も開始しました。 
のべ参加者（人） 

120 130 1,363（会計年度任

用職員報酬の内数） 
千円 

1,094（会計年度任

用職員報酬の内数） 
千円 109 140 

母子モによる情報発信 

（R6.7.8） 
育児情報や感染症情報などを随時発信しています。 登録者数（人） 

900 1,000 660 
千円 

660 
千円 899 1,100 

妊婦健診 

（R6.7.8） 

妊娠期に定期的に受ける健診の費用を最大で 16 回助成して

います。また多胎妊婦の方については、最大 21 回まで健診

費用の一部を償還払いにて助成しています。 
のべ受診人数（人） 

3,310 3,310 29,113 
（負担金分は内数） 

千円 

 25,680 
千円 3,366 3,310 

産婦健診 

（R6.7.8） 
出産後に 2週間、1か月を目安に受ける産婦健診の費

用を一部助成しています。 
のべ受診人数（人） 

490 490 3,411 
（負担金分は内数） 

千円 

2,447 
千円 490 490 

要支援妊婦の 

継続支援活動 

（R6.7.8） 

要支援妊婦の方について、継続的にかかわり必要時

には関係機関と連携をはかりながら支援していま

す。 

妊婦初回面談から継

続的にかかわってい

る実人数（人） 

60 - 0 
千円 

0 
千円 58 - 

伴走型相談支援 

（初回面談） 

（R6.7.8） 

妊娠届出後の妊婦を対象に、初回面談を実施し、安

心して出産・子育てができるように継続的に支援し

ます。 
初回面談者数（人） 

333 R7の妊娠届数 0 
千円 

0 
千円 324 R8の妊娠届数 

産後ケア事業 

（R6.7.8） 

産後、体調や育児に不安があったり、周囲から十分な支援が受けられ

ない場合、産後 12 か月未満の母子についてショートステイ・デイサー

ビスを産後ケア施設で受けられます。 
のべ利用者数（人） 

25 35 35,828 
（委託料の内数） 

千円 

1,332 
千円 25 40 

こんにちは赤ちゃん事

業 

（R6.7.8） 

生後 4か月までに（通常 1か月～1か月半頃）保健師

が訪問し赤ちゃんの発育状態の確認や育児相談を実

施しています。 
訪問人数（人） 

223 R7の出生人数 152 
千円 

152 
千円  262 R8の出生人数 

      
      

千円 
  

千円     

      
      

千円 
  

千円     

 

④ アウトカム（成果） ⑤ 点検・改善 

指標名 目標値 Ｒ６実績値 

 

業務の振り返り 改善の余地 

「産後 1 か月以内に十

分なケアを受けられ

た」割合 

98％ 91.2％ 

すべての妊婦に対し面談を実施するようになったこ

とで、個々の生活背景、妊娠に対する思い、体調面、

周囲のサポート状況を具体的に聞き取り、早期に個々

の状況を把握できるようになりました。現状の確認、

現在問題となっていること、これから課題となりそう

なこと、今後の見通しなどを妊婦と面談を通して共有

することで妊娠期からの継続的かつ個別的な関わり

を持つことができました。面談では妊婦健診・産婦健

診の説明のほか、妊娠中に参加できるプレパパ・ママ

教室の紹介や出産後の乳児全戸訪問、産後ケアの説明

をすることで、今後の関わりを周知しました。プレパ

パ・ママ教室について日曜日の開催も取り入れたこと

で参加者も多くなり、父親の妊娠・育児への参加のき

っかけとなりました。 

☐コスト ☒活動 ☐成果 ☐その他 

今後の方向性 

産後ケア利用希望者の

うち利用につながった

割合 

100％ 100.0％ 

今後も妊婦が安心して妊娠・出産を迎えられ

るような体制を整え、妊婦に寄り添った支援

を行います。妊婦面談の際には情報の周知を

徹底し、母子モを通じた情報発信にも力を入

れていきます。 

産後ケアにおいては、受け入れ施設の増加や

将来的にはアウトリーチ型の実施等サービス

の拡大につとめていきます。 

また、医療機関と情報の共有連携しながら、

乳幼児訪問を実施し育児不安の軽減につとめ

ます。 

      

      

      

 


